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6 月
定例会

教育委員会委員の任命同意、人権擁護委
員候補者の推薦、教育用コンピューター
整備事業契約の締結ほか、令和７年度
一般会計補正予算を原案のとおり可決。

令和７年第２回定例会が、６月10日から20日までの11日間で開かれ、各議案の審議が
行われました。
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労
働
諸
費
一
般
事
務
費︵
施
設
修
繕
料
︶

９
７
万
５
千
円

事
業
内
容

市
内
企
業
の
労
働
力
確
保
対
策
の
た

め
に
貸
付
を
し
て
い
る
住
宅
の
修
繕
を

行
う
た
め
の
事
業
費
で
す
。

問

修
繕
の
内
容
と
労
働
諸
費
一
般

事
務
費
で
の
計
上
理
由
を
問
う
。

答

積
雪
に
よ
る
す
が
漏
り
が
発
生

し
た
屋
根
の
修
繕
を
行
う
。
人
材
確
保

対
策
の
一
環
と
し
た
住
宅
活
用
の
た
め

労
働
諸
費
で
の
計
上
と
し
た
。

公
園
管
理
費︵
公
園
施
設
改
修
工
事
費
︶

９
５
２
万
６
千
円

事
業
内
容

山
部
さ
く
ら
公
園
の
老
朽
化
し
た
遊

具
の
改
修
工
事
費
で
す
。

問

遊
具
の
選
定
及
び
設
置
に
当
た

り
地
域
ニ
ー
ズ
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、

反
映
し
て
い
る
か
問
う
。

答

遊
具
の
設
置
に
当
た
り
太
陽
の

里
を
中
心
と
し
て
考
え
て
い
た
が
、
子

供
た
ち
が
実
際
に
遊
ぶ
場
所
で
あ
る
町

の
中
の
公
園
で
協
議
を
し
、
既
存
遊
具

の
劣
化
具
合
、
現
地
の
状
況
、
設
置
す

る
遊
具
の
形
状
な
ど
関
係
者
と
立
ち
合

い
選
定
を
行
っ
た
。

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
整
備
事
業

︵
器
具
購
入
︶
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

原
案
の
と
お
り
可
決

事
業
内
容

児
童
生
徒
の
効
果
的
な
学
び
の
実
施

と
教
職
員
の
業
務
改
善
に
向
け
、
市
内

小
中
学
校
へ
配
備
し
て
い
る
耐
用
年
数

を
迎
え
る
学
習
端
末
を
更
新
す
る
も
の

で
す
。

問

随
意
契
約
に
至
っ
た
経
緯
、
２

年
計
画
の
う
ち
令
和
７
年
度
に
契
約
を

締
結
す
る
理
由
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
端
末
の
年

式
、
大
量
発
注
に
よ
る
納
品
に
遅
れ
は

生
じ
な
い
か
問
う
。
ま
た
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
つ
い
て
伺
う
。

答

随
意
契
約
に
つ
い
て
は
、
北
海

道
公
立
学
校
情
報
機
器
整
備
事
業
費
補

助
金
を
活
用
す
る
た
め
、
北
海
道
公
立

学
校
情
報
機
器
整
備
共
同
調
達
会
議
で

の
一
般
競
争
入
札
落
札
者
と
行
う
こ
と

と
な
る
。
令
和
７
年
度
に
締
結
す
る
の

は
、
導
入
し
て
５
年
が
経
過
し
、
処
理

能
力
や
デ
ー
タ
保
存
容
量
を
確
保
し
、

学
習
環
境
を
維
持
す
る
た
め
に
早
期
の

整
備
を
図
る
た
め
、
整
備
す
る
機
器
は

３
月
に
発
売
さ
れ
た
第
11
世
代
の
ｉ
Ｐ

ａ
ｄ
、
納
品
に
つ
い
て
は
、
保
証
期
間

も
考
慮
し
、
12
月
か
ら
１
月
に
納
品
す

る
こ
と
で
確
認
し
て
い
る
。
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
は
、
別
契
約
と
な
る
。

【
追
加
議
案
】
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看
護
専
門
学
校
学
校
運
営
経
費

１
３
７
５
万
５
千
円

事
業
内
容

看
護
専
門
学
校
に
お
い
て
、
厚
生
労

働
省
医
療
施
設
運
営
費
等
補
助
金
採
択

に
伴
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
を
活
用
し
た
効

果
的
効
率
的
な
教
育
活
動
推
進
に
要
す

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
業
務
委
託
料
、
器
具
購

入
費
で
す
。

問

厚
生
労
働
省
の
看
護
現
場
に
お

け
る
Ｄ
Ｘ
効
果
検
証
事
業
に
選
定
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
目
的

を
持
っ
て
手
挙
げ
を
さ
れ
て
い
る
の
か
、

内
容
の
詳
細
、
期
待
さ
れ
る
学
習
効
果

に
つ
い
て
伺
う
。

答

学
生
に
お
い
て
は
、
患
者
の
対

象
理
解
、
適
切
な
看
護
判
断
、
ケ
ア
技

術
の
向
上
、
主
体
的
な
学
習
態
度
な
ど

を
実
践
的
に
学
び
、
よ
り
質
の
高
い
看

護
師
の
養
成
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
教
職
員
に
つ
い
て
は
、
業
務
の

効
率
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
実
践

し
て
い
く
過
程
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
へ
の
意

欲
が
高
め
ら
れ
、
今
後
も
Ｄ
Ｘ
推
進
に

向
け
て
発
展
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
る
。
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令和７年　第２回　富良野市議会定例会議決結果表
令和7年６月10日～6月20日（11日間）

議案番号 事　　　　件　　　　名 議決月日 議決結果

議 案 第  １ 号 令和７年度富良野市一般会計補正予算（第３号） 6 月 2 0 日 原 案 可 決

議 案 第  ２ 号 富良野市税条例の一部改正について 6月20日 原 案 可 決

議 案 第  ３ 号 富良野市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部改正について 6月20日 原 案 可 決

議 案 第  ４ 号
富良野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の
一部改正について

6月20日 原 案 可 決

議 案 第  ５ 号 教育用コンピューター整備事業（器具購入）契約の締結について 6月20日 原 案 可 決

議 案 第  ６ 号 富良野市教育委員会委員の任命について 6月10日 任 命 同 意

議 案 第  ７ 号 令和７年度富良野市一般会計補正予算（第４号） 6月20日 原 案 可 決

諮 問 第  １ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 6月10日 適 任

諮 問 第  ２ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 6月10日 適 任

諮 問 第  ３ 号 人権擁護委員候補者の推薦について 6月10日 適 任

報 告 第  １ 号 富良野市一般会計繰越明許費繰越計算書について 6月10日 報 告 済

報 告 第  ２ 号 富良野市一般会計事故繰越し繰越計算書について 6月10日 報 告 済

意見案第 １号 えん罪被害者を速やかに救済するために再審法改正を求める意見書 6月20日 原 案 可 決

意見案第 ２号 地方財政の充実・強化を求める意見書 6月20日 原 案 可 決

意見案第 ３号 地方消費者行政に対する恒久的な財源確保等を求める意見書 6月20日 原 案 可 決

意見案第 ４号
ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求め
る意見書

6月20日 原 案 可 決

その他会議に
付 し た 事 件 監査委員報告

・例月出納検査結果報告（令和６年度１月分～４月分、令和７年度４月分） 6月10日 報告済５件

閉会中の所管事務調査について（総務文教、市民福祉、経済建設、議会運営委員会） 6月20日 許 可 ４ 件

閉会中審査及び事務調査申出について

委 員 会 名 調査番号 調査件名
総務文教委員会 調査第１号 ＤＸの推進について
市民福祉委員会 調査第２号 ふれあいセンターの利用の検証と今後の在り方について
経済建設委員会 調査第３号 道路の維持管理について
議会運営委員会 議運調査第２号 議会改革について
※ 議運調査第２号は、委員任期中の継続調査となります。

●各委員会では議長の許可を受け、閉会中、次のとおり事務調査を行います。

［事務調査申出］
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一般質問
令和７年第２回定例会において９人の議員が一般質問を行いました。

文責は、質問者にあるものとして、質問・答弁の要旨を掲載しております。

富良野市議会のYouTube チャンネルでは、議案質疑や
一般質問など、本会議のすべてを視聴できます。
左のＱＲコードを読み込むとサイトに接続できます。

質問者が収録されている動画のタイトル、動画上で質問が開始される時間は下記のとおりです。

・富良野市議会 議会中継（令和７年６月17 日）
松下　寿美枝 議員 01分 00秒 ごろ
二宮　利和 議員 57分 40秒 ごろ
天日　公子 議員 1時間 54分 20秒 ごろ
関野　常勝 議員 2時間 30分 30秒 ごろ
大栗　民江 議員 2時間 54分 30秒 ごろ

・富良野市議会 議会中継（令和７年６月18 日）
今　　利一 議員 00分 45秒 ごろ
佐藤　秀靖 議員 44分 40秒 ごろ
大西　三奈子 議員 1時間 47分 55秒 ごろ
宮田　均 議員 2時間 48分 55秒 ごろ

ここが聞きたい！

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問

「
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
、
推
進
し
て
い
こ
う

と
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答

本
市
で
は
、
第
６
次
富
良
野
市
総

合
計
画
に
お
い
て
「
共
創
」
を
「
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
一
つ

と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
人
口
減
少

な
ど
複
雑
か
つ
多
様
な
課
題
に
対
し
、

市
民
、
行
政
、
企
業
、
団
体
な
ど
多
様

な
主
体
が
連
携
し
、
共
に
考
え
、
共
に

行
動
し
、
新
た
な
価
値
を
創
出
し
て
い

く
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
共

通
の
目
的
の
基
に
対
話
を
重
ね
、
地
域

の
課
題
を
共
に
解
決
し
て
い
く
取
組
で

も
あ
り
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
対
話

を
重
ね
な
が
ら
、
柔
軟
で
挑
戦
意
欲
を

持
っ
た
姿
勢
で
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
民
や
地
域
の
皆
さ
ま
に
も
、

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
良

く
す
る
」
と
い
う
意
識
の
も
と
、
世
代

や
立
場
を
超
え
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

対
話
と
実
践
を
通
じ
た
共
創
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問

社
会
教
育
係
を
「
学
び
の
ま
ち
推

進
課
」
と
い
う
新
た
な
名
前
に
し
、
中

央
公
民
館
に
職
員
を
配
置
し
た
。
そ
の

経
過
と
目
的
を
伺
う
。

答

中
央
公
民
館
は
、
令
和
５
年
１
月

よ
り
社
会
教
育
施
設
と
し
て
図
書
館
と

併
設
し
、
兼
任
職
員
を
配
置
、
社
会
教

育
係
と
連
携
し
て
公
民
館
活
動
を
推
進

し
て
き
た
。
教
育
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・

複
雑
化
に
対
応
す
る
た
め
、
本
年
４
月

に
組
織
体
制
の
改
変
を
行
い
、
従
来
の

教
育
振
興
課
か
ら
社
会
教
育
分
野
を
分

離
し
、
世
代
を
超
え
た
多
様
な
市
民
が

主
体
的
に
学
び
続
け
、
つ
な
が
り
を
深

め
地
域
づ
く
り
に
参
画
で
き
る
よ
う
取

組
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
「
学
び
の

ま
ち
推
進
課
」
を
設
置
し
た
。
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松
下

寿
美
枝

〔
市
民
連
合
議
員
会
〕

富良野市第６次総合計画より「共創」の
ためのキーワード

一
般
質
問
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富
良
野
市
小
中
学
校
空
調
設
備
及
び
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
事
業
に
つ

い
て

問

市
内
四
校
に
設
置
し
、
６
月
１
日

よ
り
運
用
し
て
い
る
空
調
設
備
を
安
定

的
、
継
続
的
に
使
い
続
け
る
た
め
、
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
と
セ
ッ
ト
で
の

リ
ー
ス
で
は
な
く
、
空
調
設
備
単
独
で

の
リ
ー
ス
や
直
接
購
入
し
て
運
用
す
る

な
ど
の
検
討
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

答

令
和
７
年
６
月
１
日
か
ら
の
18
年

間
の
リ
ー
ス
で
、
設
備
に
つ
い
て
は
フ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
仕
様
で
あ
る
た
め
、

安
定
的
、
継
続
的
に
使
用
で
き
る
も
の

で
あ
り
、
空
調
設
備
単
独
で
の
リ
ー
ス

や
、
購
入
は
考
え
て
い
な
い
。

問

こ
の
リ
ー
ス
契
約
が
解
除
に
な
っ

た
場
合
、
エ
ア
コ
ン
の
扱
い
は
ど
う
な

る
の
か
伺
う
。

答

双
方
で
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

問

相
手
企
業
か
ら
当
初
計
画
し
て
い

た
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
（
発
電
施

設
）
で
は
、
必
要
で
安
定
し
た
電
気
の

供
給
が
で
き
な
い
と
い
う
申
し
出
が
あ

り
、
そ
の
後
別
の
水
素
発
生
発
電
シ
ス

テ
ム
を
提
案
さ
れ
採
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
契
約
不
履
行
と
せ
ず
、
契
約
が

継
続
さ
れ
て
い
る
と
し
た
経
緯
は
。

答

児
童
生
徒
の
安
全
安
心
な
環
境
整

備
と
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
組
が

目
的
で
あ
り
、
変
更
が
な
い
も
の
と
考

え
る
。
設
置
場
所
な
ど
の
変
更
は
、
今

後
協
議
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

問

新
し
く
提
案
さ
れ
た
設
備
の
詳
細

と
、
安
全
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答

鉄
と
水
性
反
応
液
（
酸
性
）
を
反

応
さ
せ
、
水
素
を
発
生
さ
せ
て
発
電
に

使
う
も
の
で
あ
る
。
反
応
に
よ
る
熱
は

発
生
し
な
い
の
で
安
全
で
あ
る
。

問

原
料
の
鉄
の
生
産
段
階
で
発
生
の

二
酸
化
炭
素
は
考
慮
し
て
い
る
の
か
。

答

水
素
を
生
成
さ
せ
る
過
程
で
は
二

酸
化
炭
素
は
発
生
し
な
い
。
鉄
の
調
達

に
つ
い
て
は
今
後
考
え
る
。
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通
学
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
つ
い
て

問

令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
、
自
転

車
乗
車
時
全
員
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が

努
力
義
務
と
な
っ
た
。
本
市
の
令
和
６

年
事
故
統
計
で
は
、
自
転
車
事
故
が
急

増
し
て
お
り
、
小
学
生
２
名
、
中
学
生

２
名
で
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
全
員
非
着
用

と
な
っ
て
い
る
。
せ
め
て
中
学
生
の
自

転
車
通
学
時
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
必

要
と
考
え
る
が
、
現
状
と
今
後
の
方
針

を
伺
う
。

答

本
市
の
中
学
校
に
お
け
る
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
率
は
低
調
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
着
用
を
推
奨

し
て
き
た
が
、
交
通
安
全
教
育
の
観
点

か
ら
も
、
改
め
て
各
学
校
に
対
し
自
転

車
通
学
許
可
の
条
件
等
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
の
義
務
付
け
、
又
は
自
転
車
通
学

届
出
等
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
に
関
す

る
項
目
を
加
え
る
な
ど
、
着
用
率
向
上

の
取
組
の
実
施
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

問

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
制
度
は
。

答

他
市
の
状
況
等
調
査
研
究
す
る
。

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
安
全
対
策
に
つ

い
て

問

最
近
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
利
用

者
の
マ
ナ
ー
違
反
の
報
道
が
あ
り
、
危

険
な
乗
り
物
と
思
う
こ
と
が
多
い
。
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
企
業
の
進
出
か
ら

は
じ
ま
る
が
、
環
境
整
備
が
で
き
て
か

ら
の
時
期
を
見
た
導
入
を
。

答

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
サ
ー
ビ
ス

が
開
始
さ
れ
る
場
合
の
対
応
と
し
て
事

業
者
に
対
し
、
地
域
の
交
通
環
境
や
安

全
性
へ
の
理
解
を
深
め
て
頂
け
る
よ
う
、

そ
の
対
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
利
用

者
に
対
し
て
は
、
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守

し
、
危
険
行
為
の
な
い
安
全
な
利
用
等

に
つ
い
て
啓
発
活
動
を
行
い
、
市
民
等

の
安
全
確
保
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と

連
携
し
交
通
安
全
対
策
に
努
め
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

・
高
等
学
校
バ
ス
通
学
費
補
助
金
に
つ

い
て

交通安全運動
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空調設備（エアコン）が設置された小学校
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上
下
水
道
管
の
老
朽
化
に
つ
い
て

問

上
下
水
道
管
の
耐
用
年
数
を
超
え

た
水
道
管
路
の
割
合
と
更
新
率
に
つ
い

て
伺
う
。

答

耐
用
年
数
を
超
え
た
管
路
の
割
合

は
、
令
和
６
年
度
末
、
上
水
道
は
、
約

33
・
８
㎞
と
全
体
の
22
％
。
更
新
率
は
、

０
・
４
％
、
下
水
道
は
、
耐
用
年
数
を

超
え
た
管
路
は
な
い
。

問

今
後
の
老
朽
管
の
更
新
計
画
は

答

重
要
な
施
設
に
接
続
す
る
管
路
や

漏
水
や
不
明
水
の
侵
入
が
多
い
管
路
等
、

優
先
度
の
高
い
も
の
か
ら
順
次
更
新
し

て
い
く
。

問

漏
水
の
件
数
、
上
下
水
道
管
路
の

調
査
内
容
と
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答

漏
水
件
数
は
、
こ
こ
数
年
大
き
な

変
動
は
な
く
、
水
道
管
の
老
朽
化
に
伴

い
漏
水
が
増
え
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。

上
下
水
道
管
の
調
査
で
は
、
水
道
管
は
、

路
面
音
聴
調
査
に
よ
り
漏
水
箇
所
を
調

査
し
、
下
水
道
管
で
は
、
管
内
を
見
る

カ
メ
ラ
な
ど
機
材
を
活
用
し
て
い
る
。

上
下
水
道
施
設
及
び
上
下
水
道
管
路
の

耐
震
化
に
つ
い
て

問

本
市
の
耐
震
化
状
況
と
重
要
施
設

の
箇
所
数
と
施
設
名
に
つ
い
て
伺
う
。

答

本
市
の
重
要
施
設
は
、
病
院
な
ど

３
箇
所
と
複
合
庁
舎
や
避
難
所
と
な
る

学
校
等
の
施
設
18
箇
所
で
あ
り
、
接
続

す
る
水
道
管
延
長
は
、
約
15
㎞
で
耐
震

化
率
43
％
、
下
水
道
管
は
、
約
12
㎞
で

耐
震
化
率
０
％
で
あ
る
。

問

本
市
に
お
け
る
「
上
下
水
道
耐
震

化
計
画
」
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答

今
後
概
ね
50
年
で
耐
震
化
を
完
了

す
る
こ
と
を
目
指
し
、
令
和
７
年
度
か

ら
５
年
間
で
重
要
施
設
に
接
続
す
る
上

下
水
道
管
路
の
耐
震
化
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
耐
震
化
に
は
膨
大
な
事
業
費
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
国
の
補
助
制

度
メ
ニ
ュ
ー
を
見
極
め
、
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
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若
者
世
代
を
応
援
す
る
取
組
に
つ
い
て

問

新
生
活
を
始
め
る
時
に
係
る
費
用

等
を
支
援
す
る
結
婚
新
生
活
支
援
事
業

は
、
最
低
で
30
万
円
、
最
大
60
万
円
が

支
給
さ
れ
る
制
度
だ
が
、
要
件
緩
和
や

支
給
金
額
を
上
乗
せ
し
て
い
る
市
町
村

も
多
い
。
富
良
野
市
令
和
５
年
統
計
で

は
、
婚
姻
は
一
箇
月
当
た
り
４
・
８
組
、

で
令
和
元
年
８
・
３
組
か
ら
み
る
と
約

42
％
の
減
、
出
生
は
一
日
当
た
り
０
・

４
人
に
減
少
、
逆
に
死
亡
は
一
日
当
た

り
１
・
２
人
と
増
加
し
て
い
る
。
新
婚

生
活
を
始
め
る
方
が
、
貸
与
型
奨
学
金

を
返
済
し
て
い
る
場
合
は
、
所
得
金
額

か
ら
奨
学
金
の
年
間
返
済
額
を
控
除
す

る
制
度
で
も
あ
り
、
若
者
世
代
を
応
援

す
る
た
め
に
も
市
と
し
て
導
入
す
べ
き

だ
が
取
組
の
考
え
を
伺
う
。

答

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
は
、
結
婚

し
て
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
世
帯
を

対
象
に
、
新
居
の
購
入
費
や
家
賃
、
新

居
の
リ
フ
ォ
ー
ム
経
費
な
ど
住
居
に
か

か
る
費
用
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

賃
貸
住
宅
か
ら
新
婚
生
活
を
ス
タ
ー
ト

す
る
若
者
世
代
に
向
け
た
支
援
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
他
の
自
治
体
で
の
結
婚

新
生
活
支
援
事
業
の
実
施
状
況
や
現
在

展
開
し
て
い
る
各
事
業
の
実
績
を
踏
ま

え
、
効
果
的
な
支
援
策
に
つ
い
て
引
き

続
き
研
究
し
て
い
く
。

結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
優
し

い
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て

問

こ
ど
も
家
庭
庁
に
よ
る
、
性
・
妊

娠
の
正
し
い
知
識
を
若
い
世
代
に
普
及

す
る
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
理

念
を
踏
ま
え
た
取
組
や
保
護
者
等
に
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
普
及
啓
発
は
。

答

ま
ず
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
等
の
資

料
を
基
に
、
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ

ア
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
学
校
の
教
育
活
動
や
家
庭

教
育
な
ど
に
お
い
て
理
解
を
深
め
て
い

き
た
い
。
普
及
啓
発
は
、
国
・
道
・
道

教
委
の
動
向
な
ど
を
注
視
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

富良野市独自の婚姻届け
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耐震化が求められる施設のひとつ
富良野市上水道水源送水場
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富
良
野
市
小
中
学
校
空
調
設
備
及
び
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
事
業
に
つ

い
て

問

相
手
先
企
業
か
ら
「
計
画
し
て
い

る
設
備
で
は
安
定
的
な
電
気
が
供
給
で

き
な
い
」
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
経
緯

や
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答

令
和
７
年
２
月
25
日
に
事
業
者
よ

り
「
空
調
設
備
に
つ
い
て
、
令
和
７
年

６
月
１
日
に
稼
働
す
る
こ
と
に
変
更
は

な
い
が
、
本
市
に
導
入
す
る
も
の
と
同

様
の
設
備
を
試
運
転
し
た
結
果
、
学
校

で
必
要
と
な
る
電
力
量
を
持
続
的
に
補

う
だ
け
の
発
電
に
は
至
ら
ず
、
設
置
が

間
に
合
わ
な
い
」
と
説
明
が
あ
っ
た
。

事
業
者
に
対
し
具
体
的
な
対
応
策
を

求
め
る
と
と
も
に
市
内
部
で
も
そ
の
対

応
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
４
月
９
日

に
代
案
、
設
置
ま
で
の
期
限
な
ど
が
示

さ
れ
た
。

問

相
手
企
業
か
ら
最
長
１
年
半
分
の

学
校
四
校
分
の
電
気
代
、
数
千
万
円
を

負
担
し
て
も
ら
う
事
の
経
過
と
根
拠
に

つ
い
て
伺
う
。

答

期
限
ま
で
に
設
置
で
き
な
い
状
況

と
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
本
事
業
の
主

目
的
で
あ
る
空
調
設
備
の
稼
働
の
た
め
、

企
業
側
の
責
任
と
し
て
、
令
和
７
年
６

月
１
日
よ
り
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
の
あ
る

電
力
を
提
供
し
た
い
と
の
事
業
者
側
か

ら
の
申
し
出
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

問

令
和
７
年
２
月
25
日
に
は
相
手
企

業
か
ら
安
定
的
な
電
気
を
供
給
で
き
な

い
と
申
し
出
を
受
け
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
５
月
19
日
ま
で
公
表
し
な
か
っ

た
経
緯
と
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

答

空
調
設
備
を
６
月
１
日
か
ら
の
稼

働
さ
せ
る
方
針
に
変
更
は
な
く
、
夏
場

の
稼
働
を
確
実
に
実
現
さ
せ
る
た
め
、

空
調
設
備
設
置
及
び
電
力
確
保
を
最
優

先
と
し
て
進
め
て
き
た
が
、
事
業
継
続

に
向
け
た
内
部
検
討
と
事
業
者
と
の
協

議
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
か
ら
、
一
定

の
方
向
性
が
見
通
せ
た
段
階
で
公
表
す

べ
き
と
考
え
た
結
果
で
あ
る
。
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富
良
野
市
小
中
学
校
空
調
設
備
及
び
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
事
業
に
つ

い
て

問

市
内
四
校
（
扇
山
小
・
東
小
・
西

中
・
東
中
）
に
空
調
設
備
（
エ
ア
コ
ン
）

が
設
置
さ
れ
た
が
、
同
時
に
設
置
予
定

の
水
素
を
用
い
た
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
は
設
置
に
至
っ
て
い
な
い
。

事
業
者
か
ら
提
案
さ
れ
た
発
電
技
術

に
基
づ
い
て
契
約
し
た
事
業
で
あ
る
か

ら
、
事
業
者
か
ら
の
「
安
定
的
発
電
供

給
が
困
難
」
と
い
う
申
し
出
は
契
約
違

反
で
は
な
い
か
。

答

小
中
学
校
に
空
調
設
備
（
エ
ア
コ

ン
）
を
今
夏
に
間
に
合
う
よ
う
に
令
和

７
年
６
月
１
日
に
稼
働
さ
せ
る
こ
と
と
、

そ
の
た
め
の
電
力
が
供
給
さ
れ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
契
約
違
反
に
は
当
ら
な

い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
代
替
案
と
し
て
申
し
出
が

あ
っ
た
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
設

置
に
つ
い
て
は
確
認
・
検
討
の
必
要
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
双
方
協
議
を
行
っ

た
結
果
、
令
和
７
年
５
月
23
日
に
契
約

条
項
に
基
づ
き
覚
書
を
交
わ
し
て
い
る
。

問

当
初
に
事
業
者
か
ら
提
案
さ
れ
た

発
電
技
術
は
事
実
上
破
綻
し
た
と
認
識

し
て
い
る
が
、
事
業
者
か
ら
の
代
替
案

と
し
て
提
案
さ
れ
た
「
新
し
い
技
術
」

の
実
装
例
は
あ
る
の
か
。
ま
た
技
術
的

安
全
の
担
保
及
び
安
定
的
運
用
の
担
保

は
で
き
る
の
か
。

答

提
案
さ
れ
た
技
術
は
、
現
在
開
催

中
の
大
阪
・
関
西
万
博
で
、
事
業
者
の

グ
ル
ー
プ
会
社
が
常
設
展
示
し
て
い
る

「
無
電
解
グ
リ
ー
ン
水
素
生
成
発
電
技

術
」
を
用
い
た
発
電
シ
ス
テ
ム
と
し
た

い
。
新
し
い
技
術
に
つ
い
て
は
技
術
的

に
は
確
立
し
て
お
り
、
安
全
面
で
の
懸

念
は
な
い
が
、
初
の
実
装
事
例
と
な
る

こ
と
か
ら
、
安
定
し
た
電
力
が
供
給
さ

れ
る
た
め
の
試
験
的
な
運
転
期
間
を
確

保
す
る
た
め
、
来
年
12
月
31
日
ま
で
に

設
置
と
い
う
覚
書
に
よ
り
時
間
的
猶
予

を
設
定
し
た
。

空調設備が導入された東小学校

খ
த
ֶ
ߍ
΁
ͷ
࣍
ੈ
୅
Τ
ω

ϧ
Ϊ
ồ
ઃ
උ
ಋ
ೖ
ͷ
ਐ
௙
͸

佐
藤

秀
靖

〔
ふ
ら
の
未
来
の
会
〕

空調設備が設置された西中学校

一
般
質
問
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交
通
安
全
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

問

本
市
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
増
加

す
る
に
伴
い
、
交
差
点
内
で
の
交
通
事

故
や
一
時
不
停
止
、
坂
道
で
の
ス
リ
ッ
プ

事
故
に
よ
る
立
ち
往
生
、
ス
キ
ー
等
を

装
着
し
た
ま
ま
道
路
を
滑
走
す
る
な
ど

交
通
マ
ナ
ー
を
含
め
て
、
観
光
地
と
し

て
の
さ
ら
な
る
対
策
強
化
が
必
要
と
考

え
る
。
第
12
次
交
通
安
全
計
画
策
定
に

反
映
す
る
考
え
を
伺
う
。

答

ス
キ
ー
等
を
装
着
し
た
ま
ま
公
道

を
滑
走
す
る
危
険
行
為
が
一
部
で
見
受

け
ら
れ
、
滑
走
禁
止
の
看
板
や
チ
ラ
シ

の
配
布
に
よ
り
禁
止
啓
発
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
多
言
語
に
よ
る
交
通
安
全
啓

発
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
市
内
ホ
テ
ル
や

飲
食
店
、
空
港
付
近
の
レ
ン
タ
カ
ー
事

業
所
等
に
も
配
布
し
、
交
通
ル
ー
ル
と

交
通
安
全
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
、
策
定
予
定
の
「
第
12
次
交
通

安
全
計
画
」
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
を

継
続
し
つ
つ
観
光
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

策
を
重
点
課
題
と
位
置
づ
け
、
観
光
地

と
し
て
の
特
性
を
踏
ま
え
た
交
通
安
全

対
策
の
再
構
築
に
向
け
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
て
実
効
性
の
あ
る
対
策

を
進
め
て
い
く
。

問

子
ど
も
の
未
来
を
守
る
会
か
ら
交

通
安
全
協
議
会
に
寄
付
が
あ
り
、
小
学

１
年
生
を
対
象
に
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
費
用
の
補
助
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
向
上
に
向
け
て
、

自
治
体
と
し
て
補
助
す
る
考
え
を
伺
う
。

答

自
転
車
事
故
死
の
６
割
が
頭
部
損

傷
の
た
め
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
よ
る

安
全
性
向
上
な
ど
に
つ
い
て
啓
発
を
行

い
、
着
用
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

今
後
も
交
通
安
全
協
議
会
と
連
携
し
な

が
ら
助
成
制
度
の
在
り
方
や
、
よ
り
効

果
的
な
施
策
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

・（
仮
称
）
富
良
野
市
こ
ど
も
計
画
に

お
け
る
全
天
候
型
遊
戯
施
設
な
ど
の
居

場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

ࢢ
ຽ
ͷ
໋
Λ
क
Δ
ަ
௨
҆

શ
ର
ࡦ
ͷ
ڧ
Խ
Λ
ٻ
Ί
Δ

大
西

三
奈
子

〔
ふ
ら
の
未
来
の
会
〕

水
道
の
水
質
検
査
に
つ
い
て

問

山
部
、
富
良
野
地
区
水
道
水
質
検

査
で
、
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
が
１
リ
ッ

ト
ル
当
た
り
、
27
～
28
ng
（
ナ
ノ
グ
ラ

ム
）
検
出
さ
れ
た
と
聞
く
。
国
の
暫
定

目
標
値
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
50
ng
以

下
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
は
20
ng
、
ア
メ

リ
カ
は
４
ng
で
あ
り
、
健
康
面
へ
の
影

響
な
ど
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

答

令
和
５
、６
年
度
の
検
査
に
お
い

て
、
中
五
区
水
源
送
水
場
、
下
五
区
水

源
送
水
場
、
布
部
浄
水
場
、
山
部
浄
水

場
で
、
国
が
定
め
る
暫
定
目
標
値
以
下

の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
が
検
出
さ
れ
た
。

環
境
省
は
、
暫
定
目
標
値
以
下
で
の
健

康
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
限
定
的
で
あ
り

「
直
ち
に
健
康
被
害
が
生
じ
る
リ
ス
ク

は
低
い
」
と
し
て
い
る
が
、
今
後
も
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
安
全
で
安
心

な
水
道
水
の
供
給
に
努
め
る
。

ボ
ン
チ
パ
ウ
ダ
ー
の
取
組
に
つ
い
て

問

ボ
ン
チ
パ
ウ
ダ
ー
の
認
知
状
況
の

評
価
と
「
ボ
ン
チ
」
よ
り
知
名
度
の
あ

る
「
富
良
野
」
の
名
称
を
世
界
へ
発
信

し
た
方
が
、
よ
り
効
果
的
と
考
え
る
が
、

ボ
ン
チ
パ
ウ
ダ
ー
推
進
事
業
の
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答

ボ
ン
チ
パ
ウ
ダ
ー
推
進
事
業
で
は
、

パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
実
証
事
業
が
「
第
14

回
気
象
文
化
大
賞
」
を
受
賞
し
た
こ
と

や
、
昨
シ
ー
ズ
ン
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

動
画
再
生
回
数
が
16
万
回
を
記
録
し
た
。

一
方
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
伸
び
悩
み
が
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、
情
報
発
信

手
法
の
磨
き
上
げ
を
検
討
し
な
が
ら
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
や
各
種
イ
ベ
ン
ト

で
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
り
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
等

の
拡
大
に
努
め
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
地
価
上
昇
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の

上
昇
に
つ
い
て

・
ア
ニ
メ
コ
ン
テ
ン
ツ
活
用
誘
客
促
進

事
業
の
検
証
に
つ
い
て

安全で安心が求められる水道水

ࢢ
ਫ
ಓ
ͷ
ਫ
質
ঢ়
گ
͸

宮
田

均

〔
無
会
派
〕

外国人向け交通標識の工夫

一
般
質
問
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え
ん
罪
被
害
者
を
速
や
か
に
救
済
す
る

た
め
に
再
審
法
改
正
を
求
め
る
意
見
書

え
ん
罪
被
害
者
の
人
権
救
済
は
、
地

域
住
民
の
人
権
を
護
る
重
要
な
課
題
と

い
え
る
。

え
ん
罪
被
害
者
を
救
済
す
る
た
め
の

制
度
と
し
て
の
「
再
審
」
に
は
、
再
審

請
求
手
続
の
審
理
の
あ
り
方
に
関
す
る

規
定
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
裁
判
所
の
広

範
な
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
再
審

請
求
手
続
の
審
理
の
適
正
さ
が
制
度
的

に
担
保
さ
れ
ず
、
公
平
性
も
損
な
わ
れ

て
い
る
。
え
ん
罪
被
害
者
を
救
済
す
る

た
め
に
は
、
捜
査
機
関
の
手
元
に
あ
る

証
拠
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
を
開

示
さ
せ
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
が
、

現
行
法
に
は
そ
の
こ
と
を
定
め
た
明
文

の
規
定
が
存
在
せ
ず
、
再
審
請
求
手
続

に
お
い
て
証
拠
開
示
が
な
さ
れ
る
制
度

的
保
障
は
な
い
。

現
状
、
再
審
開
始
決
定
は
、
裁
判
を

や
り
直
す
こ
と
を
決
定
す
る
に
と
ど
ま

り
、
有
罪
・
無
罪
の
判
断
は
再
審
公
判

に
お
い
て
行
う
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
そ
こ
で
は
検
察
官
に
も
有
罪
立
証

を
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

え
ん
罪
被
害
者
を
一
刻
も
早
く
救
済

す
る
た
め
に
、
再
審
法
を
速
や
か
に
改

正
す
る
よ
う
求
め
る
。

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書地

方
公
共
団
体
の
現
状
は
、
急
激
な

少
子
・
高
齢
化
に
と
も
な
う
社
会
保
障

制
度
の
整
備
、
子
育
て
施
策
、
人
口
減

少
下
に
お
け
る
地
域
活
性
化
対
策
は
も

と
よ
り
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
脱
炭
素
化
、

物
価
高
騰
対
策
な
ど
、
極
め
て
多
岐
に

わ
た
り
新
た
な
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
加
え
て
、
多
発
化
す
る
大
規
模
災

害
へ
の
対
応
や
新
興
感
染
症
へ
の
備
え

も
求
め
ら
れ
る
中
、
地
域
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
担
う
人
材
は
圧
倒
的
に
不
足
し
て

い
る
。

政
府
は
こ
れ
ま
で
「
骨
太
方
針
」
に

基
づ
き
、
地
方
一
般
財
源
の
前
年
度
水

準
を
確
保
す
る
姿
勢
を
示
し
て
き
た
が
、

増
大
す
る
行
政
需
要
、
ま
た
不
足
す
る

人
員
体
制
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
今
後
は
よ
り
積
極
的
な
財
源
確

保
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
２
０
２
６
年
度
政
府
予

算
、
ま
た
地
方
財
政
の
検
討
に
あ
た
っ

て
は
、
現
行
の
地
方
一
般
財
源
水
準
の

確
保
か
ら
積
極
的
に
踏
み
出
し
、
日
本

全
体
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
賃
上
げ

基
調
に
対
応
す
る
人
件
費
の
確
保
ま
で

含
め
た
地
方
財
政
の
実
現
を
求
め
る
。

地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る
恒
久
的
な

財
源
確
保
等
を
求
め
る
意
見
書

消
費
者
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
相

談
体
制
の
確
保
や
消
費
者
教
育
や
啓
発

な
ど
、
地
方
消
費
者
行
政
の
充
実
・
強

化
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

地
方
消
費
者
行
政
推
進
交
付
金
は
、
令

和
７
年
度
末
に
は
多
く
の
地
方
公
共
団

体
で
活
用
期
間
が
終
わ
る
た
め
、
相
談

体
制
の
維
持
や
啓
発
・
消
費
者
教
育
に

係
る
事
業
の
継
続
が
困
難
と
な
り
、
地

方
消
費
者
行
政
の
後
退
・
縮
小
が
懸
念

さ
れ
、
被
害
の
防
止
・
救
済
の
根
幹
で

あ
る
消
費
生
活
相
談
に
お
い
て
は
、
相

談
員
の
高
齢
化
等
に
よ
る
担
い
手
不
足

が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
相
談

員
の
担
い
手
を
確
保
し
、
安
定
的
に
業

務
を
継
続
で
き
る
よ
う
雇
用
形
態
や
処

遇
等
の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
速

や
か
な
制
度
設
計
と
予
算
措
置
を
行
う

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
消
費
生
活
相
談
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
向
け
、
全
国
消
費
生
活
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
代
わ
る
新
た
な

シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
が
、

継
続
的
な
更
新
費
用
な
ど
は
、
地
方
公

共
団
体
の
負
担
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
経
常
的
費
用
も
国
の
責
任
で
措
置

す
る
よ
う
要
望
す
る
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現
に
資
す

る
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

北
海
道
の
森
林
は
全
国
の
森
林
面
積

の
お
よ
そ
４
分
の
１
を
占
め
、
地
球
温

暖
化
防
止
や
国
土
の
保
全
、
林
産
物
の

供
給
等
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
が
期
待

さ
れ
、
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
森
林
資
源

の
循
環
利
用
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

全
国
一
の
森
林
資
源
を
有
す
る
本
道

は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

に
向
け
、
植
林
に
よ
る
森
林
の
若
返
り

や
木
材
利
用
の
促
進
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
の
利
用
促
進
な
ど
、
森
林
吸
収
源
対

策
を
推
進
す
る
責
務
を
担
っ
て
い
る
。

森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
向
け
、
森

林
整
備
事
業
や
治
山
事
業
な
ど
を
活
用

し
、
植
林
・
間
伐
や
路
網
の
整
備
、
優

良
種
苗
の
安
定
供
給
、
山
地
災
害
の
防

止
、
木
造
建
築
物
の
整
備
、
森
林
づ
く

り
を
担
う
人
材
の
育
成
な
ど
、
様
々
な

取
組
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

北
海
道
の
森
林
を
将
来
の
世
代
に
引

き
継
ぎ
、
循
環
型
社
会
を
形
成
す
る
た

め
、
活
力
あ
る
森
林
づ
く
り
や
道
産
木

材
の
利
用
、
防
災
・
減
災
対
策
を
一
層

進
め
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現

に
資
す
る
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施

策
の
充
実
・
強
化
を
要
望
す
る
。
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回
定
例
会
に
お
い
て
議
員
提
案
さ
れ
た
意
見
書
は
４
件
で
す
。

意
見
書
は
可
決
後
、
直
ち
に
関
係
機
関
へ
送
付
し
ま
し
た
。

ҙ
ݟ
ॻ



議場見学＆模擬一般質問議場見学＆模擬一般質問
富良野市立麓郷小学校富良野市立麓郷小学校

５月２２日、麓郷小学校６年生のお２人が議場見学と併せ一般質問を行
いました。学校の社会の政治の勉強では、「日本国憲法の三原則」「三
権分立」「税金」について学んでおり、その事を基に、普段議員が座っ
ている席から質問に臨みました。

　終始、緊張した面持ちでしたが、
質問を終えた後のほっとした表情、「ビ
ビりました」と言う正直な言葉が印象
的でした。将来の議員になるかもしれ
ない後藤さん、三師さんのお二人に
エールを送ります。

・ビビりました、緊張しました
児童会は緩い感じで市議会
は大人な世界

・しーんと、静かな感じでした

質問者   後藤　 　司 （ごとう　つかさ） さん
　　　　三師　湧嵩 （みつもろ ゆたか） さん
答弁者   今議員、後藤議員、大西議員

特集

法
律
に
基
づ
い
て
、
ど
の
様
に

議
会
が
進
ん
で
い
た
り
、
結
果
を
ど
の
様
に
実

用
化
し
て
い
ま
す
か
。

地
方
議
会
は
、
国
会
と
は
全
く
違
い
、
二
元
代

表
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
市
長
は
予
算
、決
算
、

条
例
の
制
定
な
ど
の
提
案
を
行
い
、
議
員
は
そ

れ
に
対
し
て
審
議
し
て
結
果
を
出
し
て
い
き
ま

す
。

税
金
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
ど
の
様
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
か
。

今
皆
さ
ん
が
、
使
わ
れ
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
や

図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設
の
建
設
費
や
運
営
管

理
費
、
農
業
者
に
対
し
て
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の

自
動
操
舵
に
対
し
て
も
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

市
議
会
に
は
、
立
法
権
は
あ
り
ま
す
か
。

市
議
会
に
は
、
富
良
野
市
の
ル
ー
ル
を
決
め
る

条
例
の
制
定
権
が
あ
り
、
立
法
権
の
よ
う
な
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

三師　湧嵩 さん

後藤　司 さん

ようこそ！富良野市議会へ
市議会の事がわかりやすく解説されています。是非ご覧下さい！

質問を終えた後の感想は！

当日、配布の
児童生徒向けの
資料です。

問 問答答問答

富良野市議会だより 10
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　令和７年５月20日に東京都で開かれた全国市議会議長会第 101 回定期総会において、本市議会より、佐藤秀靖
議員が、市議会議員として10 年間市政の振興に努められた功績に対し表彰され、６月10日の第２回定例会冒頭に、
議長からの表彰状の伝達を受けました。

全国市議会議長会から表彰されました

５月
øù೔ɾୈ̎ճྟ࣌会ࣔࠂ
øý೔ɾ議会ӡӦҕһ会
øĀ೔ɾୈ̎ճྟ࣌会
ɹɹɾ議һڠ議会
ɹɹɾ૯຿จڭҕһ会
ɹɹɾ市ຽ෱ࢱҕһ会
ɹɹɾݐࡁܦઃҕһ会
ɹɹɾ議会޿ใಛผҕһ会
ù÷೔ɾશࠃ市議会議௕会
ɹɹɹୈ���ճఆظ૯会

６月
̏೔ɾୈ̎ճఆྫ会ࣔࠂ
̑೔ɾ議会ӡӦҕһ会
ɹɹɾ୅දऀ会議
̒೔ɾ޿Ҭ࿈߹議会ୈ̍ճྟ࣌会ࠂ

ࣔ

ø÷೔ɾୈ̎ճఆྫ会ʢୈ̍೔ʣ
ɹɹɾ議һڠ議会
ɹɹɾ議会޿ใಛผҕһ会
ɹɹɾ૯຿จڭҕһ会
ɹɹɾ市ຽ෱ࢱҕһ会
øú೔ɾ޿Ҭ࿈߹議会ୈ̍ճྟ࣌会
øþ೔ɾୈ̎ճఆྫ会ʢୈ̎೔ʣ
øÿ೔ɾୈ̎ճఆྫ会ʢୈ̏೔ʣ
ɹɹɾ議会ӡӦҕһ会
ù÷೔ɾୈ̎ճఆྫ会ʢୈ̐೔ʣ
ɹɹɾ୅දऀ会議
ɹɹɾݐࡁܦઃҕһ会
ú÷೔ɾ市ຽ෱ࢱҕһ会

７月
̍೔ɾ૯຿จڭҕһ会
̎೔ɾ富良野Ԋઢ市ொଜ議会議௕会

૯会

̏೔ɾ議会޿ใಛผҕһ会
̓೔ɾશࠃ市議会議௕会ج஍ڠ議会
ɹɹɹཧࣄ会
̔೔ɾݐࡁܦઃҕһ会
ø÷೔ɾશࠃ市議会議௕会ج஍ڠ議会
ɹɹɹ๺ւಓ෦会໾һ会
øü೔ɾ૯຿จڭҕһ会
øý೔ɾ議会޿ใಛผҕһ会
øþ೔ɾ市ຽ෱ࢱҕһ会ʢ市಺ݱ஍ࢹ

ʣ࡯
ùù೔ɾ市ຽ෱ࢱҕһ会
ɹɹɾݐࡁܦઃҕһ会ʢ市಺ݱ஍ࢹ

ʣ࡯
ú÷೔ɾ૯຿จڭҕһ会

議会日誌　～５月から７月までの議会関係の開催状況をお知らせします～

次回定例会（令和7年９月）のご案内
ճఆྫ会ͷ։会༧ఆͰ࣍ ɻ͢։会͸௨ৗ࣌��ͱͳͬͯ ͍· ɻ͢
日 月 火 水 木 金 土
31 9/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
本会議

14 15 16 17 18 19 20
予備日 一般質問 一般質問

21 22 23 24 25 26 27
本会議

28 29 30 10/1 2 3 4
議会೔ఔ͸มߋʹͳΔ৔߹͕͋り· ɻ͢

広報紙に対するご意見、ご感想をお寄せく
ださい。
富良野市議会「議会広報特別委員会」では、

より良い富良野市議会だより「フラノギカイ」
にするため、広報紙に対するご意見、ご感想
を御寄せいただけるよう、Google フォー
ムで読者のお声を伺います。

記事の内容、文章や用語・用字、レイアウ
トなど、紙面に関するものであればどんなこ
とでもよろしいので、ご意見をお待ちしてい
ます。

「フラノギカイ」に対する「ご意見」を
伺います！

あなたの
お　    かせください聞

声

表彰状伝達後の佐藤議員

Π
ϯ
ϑ
Ỽ
ϝ
ồ
γ
ἀ
ϯ



ৗ೚ҕһձŋಛผҕһձͷߏ੒͕ܾ·Γ·ͨ͠ৗ೚ҕһձŋಛผҕһձͷߏ੒͕ܾ·Γ·ͨ͠

ୈ２ճ臨࣌会において、ৗ೚ҕ員会ɾ議会ӡӦҕ員会
ҕ員のબ೚と議会޿ใಛผҕ員会のઃஔをするಈ議のఏ
ग़にΑり、ҕ員会のઃஔとҕ員のબ೚が行Θれました。
બ೚後、直ちにҕ員会を։࠵し、正෭ҕ員௕のޓબが行
Θれています。

˓、のલに˕がҕ員௕໊ࢯ が෭ҕ員௕となります。
֤ҕ員会の೚ظは、５月 �� 日から議員೚ظຬ のྃྩ࿨
̕年̐月��日までの໿２年ؒとなります。
なお、議௕については、議௕の৬຿にઐ೦するたΊ、બ
೚後にҕ員のࣙ೚をਃしग़し、議会のڐՄをड͚ていま
す。

今　　利一　　坂口　邦夫　　大栗　民江
◎佐藤　秀靖　　○天日　公子

後藤英知夫　　橋詰亜咲美　　二宮　利和
○家入　　茂　　◎大西三奈子

佐藤　秀靖　　松下寿美枝　　石上　孝雄

○大西三奈子　　◎後藤英知夫　　天日　公子

宮田　　均　　関野　常勝　　本間　敏行
◎石上　孝雄　　○松下寿美枝

坂口　邦夫　　橋詰亜咲美　　二宮　利和　　大西三奈子

○家入　　茂　　◎松下寿美枝　　佐藤秀靖

市民福祉委員会

議会運営委員会

議会広報特別委員会

総務文教委員会

経済建設委員会

こここんんんにににちちちははは議会の議会の議会の議会の議会の議会の
　中から　中から　中から　中から　中から　中から
議会の
　中から
議会の
　中から
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局
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令
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▼
任
期
４
年
の
後
半
に
入
り
、
議
会
広
報
特
別
委

員
会
も
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

▼
前
期
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト

を
通
じ
て
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
よ
り
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、

今
後
も
広
報
紙
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
委
員
会
内
で
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

▼
後
期
で
は
、
そ
れ
ら
の
声
を
活
か
し
、
よ
り
読

み
や
す
く
、
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

広
報
紙
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▼
議
会
の
情
報
を
お
届
け
す
る
大
切
な
ツ
ー
ル
と

し
て
、
委
員
一
同
、
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
引
き
続

き
「
ご
意
見
く
だ
さ
い
」

の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
、

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

（
委
員
長

松
下

寿
美
枝
）
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ू
ޙ
ه

議　　長

発行責任者
渋谷　正文

議会広報特別委員会
委 員 長

副委員長

委 員

〃

〃

〃

〃

松下寿美枝
家入　　茂
橋詰亜咲美
坂口　邦夫
佐藤　秀靖
大西三奈子
二宮　利和




